
１０ 間 伐 の 事 例 調 査

間伐の収支は家族労働を主体として実施している場合

が多いため、明確なデータが少ない。また森林は千差万

別なのでどのような間伐方法で、いかなる集材方法で実

施したら収支が取れるかは、明確には言い難い。

これから掲げる事例を参考にして、それぞれの現場で

技術を研鑽する以外にない。

� 平成１０年度調べ間伐事例調査（林野庁報告分）
間伐直後（本数率２５％伐採）

―３７―



� ひっぱりだこによる間伐材集材

―３８―



� 阿南農林管内の間伐材搬出事例

ボランティア活動による間伐

ラジキャリー（手前）と林内作業車

―３９―



完成した間伐実施林８００本／ha

―４０―



� 神山町森林組合における間伐事例

＝�α＋�β＝１０９，８４７＋１４１，５９８

―４１―



＝�－�＝１２６，７０９－１６，８６２�α

�

�

―４２―



＝�－�＝１６２，６４８－２１，０５０�β

�

�

―４３―



＝�α＋�β＝３２０，８９９＋６１７，４３２

―４４―



＝�－�＝３７２，８６５－５１，９６６�α

�

�

―４５―



＝�－�＝７０７，４６６－９０，０３４�β

�

�

―４６―



� Ｈ型集材による間伐集材事例（相生町）

Ｈ型架線とは従来のエンドレスタイラー架線２組を並行させて架

設し、それぞれの搬器からおろされた荷吊り策を結合したものであ

る。

平面図ではアルファベットのＨに似ているのでこのような名称が

ついている。

専用搬器に「just２」の商品名で売り出されているものが有り、

当該事例ではこの搬器を使用した。なおこの調査は農山村振興課の

素材生産システム化事業で実施したものである。

１ 現地森林面積等

１．６２ha（１班 ０．７２ha：方位南西、２班 ０．９０ha：方位南東）

位置図及び施業図は下記のとおり

Ｈ型集材
上方は専用搬器「just２」
下方はプロセッサー

―４７―



２ 森林状況と伐採計画状況

① 本 数

② 材 積

―４８―



収 支 結 果

��������

１３）燃 料 費

集材機（軽油８０円／�）
５１�×８０＝４，０８０－ ＊４，０８０円

チェインソー（混合油９０円／�、チェインオイル２００円／�）
１２�×９０＝１，０８０－
６�×２００＝１，２００－ ＊２，２８０円

プロセッサ（軽油、チェインオイル）

３００�×８０＝２４，０００－
１０�×２００＝２，０００－ ＊２６，０００円

グラップル（軽油）

６０�×８０＝４，８００－ ＊４，８００円

（小計 ３７，１６０円）

〈搬出経費合計 １，７４５，０５４円〉………●１

１７，２５１円／m３

〈販 売 収 益〉

１）販 売 収 入 １，３６５，９３４円………①

この販売収入から搬出経費合計を差し引くと、３７９，１２０円のマイナスとなるが、下記の各種補助

金をあわせて考えれば、全体でプラスとなり山林所有者にとって経費の負担はなくなる。

補助金：町村助成金 ３０３，４６２円

みどり資源 ５６７，６００円（計８７１，０６２円）………………②

＊全体の収支は、①－●１＋②＝４９１，９４２円のプラスとなるが、諸経費１４％として１９１，２３１円を差し引

くと３００，７１１円となる。

―４９―



� 岡山県における列状間伐の事例

――どちらが優れているか…

ではなくてどちらもすぐれています――

間伐推進のために高性能林業機械を用いた列状間伐が注目される一方で、「ただ機械を使って木を

切るだけの作業では本当の間伐といえない」という批判もあります。そこで、実際の現場で詳細に比

較検討しました。

◇ 間伐効果は定性間伐が優れる

間伐によって樹冠の占有面積がなる

べく均等にどの木も増えるのが間伐効

果の大きい良い間伐です。３残１伐を

想定した加茂町の例では、定性間伐に

近い間伐効果を得るためには列状間伐

の残存木の５％以上を追加伐採する必

要がありました。

◇ 機械化作業は列状間伐の独壇場

タワーヤーダで集材した材を処理す

るプロセッサ。時間差を設けた合理的

作業システムで、人力作業は伐倒のみ

です。

◇ 不良木の除去効果は定性間伐に軍配

列状間伐は機械的に間伐する木を決

めるのでどうしても不良木が残りま

す。新庄村の調査例ではこれを定性間

伐と同程度に減らすには残存木の不良

木のうち２／３は切り捨てなくてはな

りませんでした。

樹冠面積が増加した立木の本数

間伐による不良木の除去効果

―５０―



◇ 列状間伐は低コスト

新庄村の試験地の調査ではこのように列状間伐が経済性では優れた結果となりました。

◇ 新しい間伐……列状間伐＋定性間伐

このように得失のある両方式のメリットを取り入れ、間伐の目的と林地の条件に合わせて両方式

の間伐を組み合わせ、現在の材価や労務事情に適合した新しい間伐を研究しています。

◇ おわりに

人工林を間伐せずに放置して、財産としての価値がほとんどなくなっても所有者はそれほど痛痒

を感じません。しかし、間伐は、将来の財産価値を高め、優良な材を生産するために有効な手段な

のです。ぜひ実行を！

―５１―



１１ 列状間伐のあらまし（チラシの見本）

―５２―



―５３―



―５４―
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図１ 普通伐木造材功程 人工林間伐（スギ、ヒノキ）（林内造材）

１２ 一般標準歩掛り表（前述以外）及び附属資料

� 伐木造材の標準功程表

注）１ha 当たり伐採立木材積３０m３未満は難、５０m３未満は中、５０m３以上は易とする。

―５６―



図２ 木寄せ小出し功程（人工林間伐）

� 人力木寄せ小出しの標準功程表

注）① 傾斜２０°未満は難、２０～３４°は中、３５°以上は易とする。

② 距離は水平距離とする。

� リモコンウインチ木寄せの標準功程表

リモコンウインチ木寄せ功程

◎ 直引方式

注）① １人作業 実働６時間

◎ エンドレス方式

注）① ２人作業 実働６時間

―５７―



図３ 小型集材機による普通集材功程（人工林、天然林）

（小型集材機２０PS以下、タイラー方式）

集材機索張り方式別作業能率指数

� 集材機による集材の標準功程表

注）① 小は立木１本当たり材積０．２５m３未満、中は０．２５m３以上、大は１．００m３以上とする。

② １組人員は４人配置とする。

③ 横取り平均距離５０m以内。

④ エンドレスタイラー、フォーリングブロック式への換算は作業能率指数を乗じること。

―５８―



図４ 大型集材機による普通集材功程（人工林、天然林）

（大型集材機７５PS以上、エンドレスタイラー方式）

注）① １組人員は４人とする。

② 集材機馬力２０PS～７５PS のものは０．９５を、２０PS 以上のものは０．８５をこの功程に乗じて補正すること。

③ この表にない立木１本当たり材積に対する功程は、この表の立木積功程表（但し、横取り距離と平均集

材距離は一定）を作成し、そのグラフを描いて求めること。

④ タイラー、フォーリングブロック式への換算は前頁の表を使用すること。

―５９―



図５ 集材索架設・張替え・撤去所要人工数

人工支柱（鋼製）の新設・撤去人工数

� 集材索架設・張替え・撤去の標準功程表

注）架線所要人工数は図５よりおおよそ知ることができる。図は資材の現場到着から試運転までのものとする。

撤収は基準功程の３０～４０％、同一場所での張替えは基準功程の約７０％を見込むこと。

� 人工支柱新設・撤去の標準功程表

注）人工支柱の小運搬作業を含む。

―６０―



図６ 単線循環式架線集材功程

図７ 単線循環式架線架設人工数

� 単線循環式架線による集材の標準功程表

注）① 運転手１、荷卸手１、荷掛手２、計４人１組の作業とする。

② 〔補正係数〕

針葉樹１点づくりの場合 １．５

全体として上り勾配、積込足場不良の場合 ０．８

連続運転の場合 １．５を乗じる。

� 単線循環式架線架設・撤去の標準功程表

注）① 循環索は１２㎜以下

② 撤収人工数は架設人工数の１／３とする。

―６１―



自走式架線運搬機（トップキャリー）搬出功程

自走式架線運搬機（トップキャリー）架設・撤去功程

ツリーラック搬出功程

ツリーラック架設・撤去功程

� トップキャリーによる搬出の標準功程表

注）① ３人作業 実働６時間 木寄せ作業を除く

� トップキャリー架設・撤去の標準功程表

� ツリーラックによる搬出の標準功程表

注）① ３人作業 実働６時間 台車２両連結 木寄せ作業除く

� ツリーラック架設・撤去の標準功程表

―６２―



クローラ型運材車（チクスイやまびこ）搬出功程

図８ ハンドトラクタ運材功程

� クローラ型小型運材車による搬出の標準功程表

注）① １人作業 実働６時問 木寄せ作業を含む

� ハンドトラクタによる運材の標準功程表

注）① 作業員編成２名。

② 農耕用ハンドトラクタ４～６PS。

―６３―



図９ モノレール運材功程

図１０ モノレール架設功程

� モノレールによる運材の標準功程表

注）① 台車２台連結、作業員２人１組とする。 ② 跨座式である。

� モノレール架設・撤去の標準功程表

注）作業功程の中では支柱打込み作業のウエイトが最も高い。図１０は１４事例の調査結果である。

１人１日当たり２０～４０m、平均で約３０mという結果を得た。

―６４―



図１１ モノレール撤去功程

図１２ 盤台作設人工数

注） 撤去功程の作設功程の約１／３～１／４という結果を得た。作業道などの代替施設として導入されること

が多く、撤去事例は少ない。図１１は６事例の調査結果である。

� 盤台作設の標準功程表

注）① 図中の実線は井桁構造、破線は櫓構造を示す。

② 櫓構造とは盤台下部の構造を、柱、梁、東によって櫓状に組合せたもの。

③ 井桁構造とは丸太を格子状に組合せたもの。また盤台を撤収するに要する人工数は上記作設人員の３割

とする。

―６５―



機械運転１時間当たり全損料率

� 功機械・器具数の損料

―６６―



集 材 機 用 ロ ー プ 類 所 要 量

集材機用附属器具類所要量

� 機械集材用ロープ類他附属器具の所要量

① 集材機用ロープ類

ただし、支間は斜距離とし、ナイロンリードロープの所要量は引戻索と同量とする。索張別ロープ所要量（主

索、引締索、控索は索張りに関係なく必要であるから除く）は次のとおりである。

② 集材機用附属器具類

―６７―



単 線 循 環 式 の 所 要 機 材

③ 単線循環式架線の所要機材

注）① 以上の他、荷吊用ロープ、台付ロープ、通信機、チルホール、引締滑車、引締索等が必要である。

② 専用滑車はおおむね３０mに１箇の割で片道のみに設置するものとし、ガイドブロック、ワイヤクリップ

の数と併せて、修正した。

③ ワイヤクリップは、支柱の控索固定用として使用するものが大部分である。

―６８―



ロープ類・附属器具類損料率

注） 集材機１カ年運転日数は１５０日であるから、４５０日は３カ年、７５０日は５カ年に相当する。

―６９―



燃 料 、 油 脂 消 費 量

� 燃料・油脂の消費量

―７０―



機械・器具、ロープ、油脂等価格表（平成１１年９月現在）

� 機械・器具、ロープ、油脂等の価格表

―７１―



―７２―
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